
住まいやビル・学校の屋根や壁、あるいは床や天井
の中はどのようになっているのでしょうか？最近問
題になっている柱や梁はどんな材料・仕組みで建物
を支えているのでしょうか？建築を物として総合的
に見るのが建築構法・計画で、構造、設備、意匠と
様々な分野が対象です。
最近はサステイナビリティの視点により建築構法・
計画を見直し、コンバージョン（用途変更）や既存
建築物の改修・再生の他、その基礎となる建築病理
学などに関する各種データベースの作成・分析をし
ています。
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年、東京写真大学時代の本学へ講師として着任、198
6年に教授。2002年に本学の大学院・学部で教科書と
して使用している「建築構法計画資料　改訂版」にて
日本建築学会賞（論文）を授賞しました。

担当科目
建築一般構造Ⅰ・Ⅱ、建築構法計画、
建築設計製図Ⅰ、建築設計製図Ⅵ
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住まいやビル・学校の屋根や壁、
あるいは床や天井の中はどのよう
になっているのでしょうか？
最近問題になっている柱や梁はど
んな材料・仕組みで建物を支えて
いるのでしょうか？建築を物とし
て総合的に見るのが建築構法・計
画で、研究テーマは構造、設備、
意匠と様々な分野が対象です。
最近はサステイナビリティの視点
により建築構法・計画を見直し、
コンバージョン（用途変更）や既
存建築物の改修・再生の他、その
基礎となる建築病理学などに関す
る各種データベースの作成・分析
をしています。

建築構法って何だろう？
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●　 建築構法の計画・設計・開発
●　既存建築の改修・再生
●　オープンビルディング
　 　（多用途順応建築）
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